国の中の国 : 新疆におけるソ連の社会的基盤に関する考察（1945～1965年） by 李 丹慧[著] & 吉田 豊子[訳]
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る  4）。1954 年になると，イリ，タルバガタイ，アルタイの三区のソ僑協会の会員数はすでに
27,095 人に達し，新疆全体のソ僑総数の約 34% を占めた。イリ・カザフ自治州が成立した後，
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ルバガタイのソ僑協会の漏税が ５ 万元，1955～1956 年にイリのソ僑協会が経営した商工・文




に拡大し，また 1957 年に 3 人法廷を成立させ，翌年に当該法廷を撤廃して，民事科に改めた。
1950 年代中期には，これらの司法機関は常にソ僑の民事案件やソ僑と中国公民の各種の民事
紛争を受理していた。統計によれば，1953～1955 年の 3 年間で，イリのソ僑協会は 724 件の
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書を盗み取ったこともあった。1961 年 10 月から 1962 年 ５ 月までに，イリ州のソ僑協会が盗






ソ連が新疆に挿入した楔であった。1962 年 ５～６ 月，中国側はイリ州ソ僑協会総会およびその
下のタルバガタイ，モンゴル＝フレー，ウス〔烏蘇〕，テケス〔特克斯〕，ニルカ〔尼勒克〕，




























にサイフジン〔賽福鼎〕ら 25～26 人もいた  22）。
ソ連側のこのようなやり方は，新疆に対して引き続き特殊な要求があることと密接に関係し
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だった  30）。1958 年に，ソ連駐ウルムチ領事館の管轄区のソ連籍の責任幹部はすでに非常に少
なく，数名しか残っていなかったが，イリ州のソ連籍の責任幹部はなお 95 人もいた  31）。1959
年の内情調査に拠れば，イリ州直属の ９ 県・市の少数民族幹部は 4,056 人で，そのうちソ僑は
825 人，ソ僑と親族関係があるのは 928 人，ソ連側と親族関係があるのは 287 人，三者合わせ
て 2,140 人で，少数民族幹部の約 52％を占めていた。自治州の各レベルの機関単位には計 710
人の幹部がおり，ソ僑の身分を公開したのは 105 人，ソ僑と親族関係があるのは 89 人，ソ連
側と親族関係があるのは 35 人，三者合わせて計 239 人で，少数民族幹部の 33％を占めてい
た。他に，タタール族幹部は 49 人で，そのうち 44 人がソ僑或いはソ僑と親族関係がある。ウ
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7,521 人，庁・局レベル以上の職務を担当していたのは 36 人，軍隊の中で職に就いていたのが













合しないからだ，と自己批判した  36）。しかし 1960 年代以降になると，ソ連領事館はソ連籍幹
部のソ連籍放棄問題に関する以前のやり方を変えた。このような者たちが中国の党・政府機関
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団逃亡があった。タルバガタイ専区の機関やタルバガタイとチャガン＝トガイ〔裕民〕の二つ
の県では，すでに国外逃亡した幹部が 700 人余りおり，そのうちタルバガタイ県の逃げた幹部





化させた  48）。イーニン市の文教界の 50 余名のソ僑教員は，500 名余りの少数民族の学生を率
いて，1962 年 ５ 月 29 日にイリ州人民委員会に突撃し，中共イリ区党委員会を包囲・攻撃する
行動に参加し，しかも最もひどく騒いだ。中国政府がこの事件を鎮めた後，新疆駐在のソ連の
二つの領事館が ６ 月に閉館を提案すると，一部の上層の統一戦線人士は，「領事館が立ち退い
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1962 年 ７～8 月から年末までに，新疆地区ではわずか 3 名の幹部とその家族 ７ 人が，ソ連籍の
離脱を声明して中国籍への加入を申請しただけである。地方政府は公安部と外交部が 1962 年


























































ば，タルバガタイ地区では，1961 年の最初の三カ月にソ連側から届いた手紙は 5,038 通で，
1962 年の最初の三カ月は 6,609 通に増え，31％増えた。ウルムチは，1961 年全年のソ連側か
らの手紙は 40,324 通で，月平均 3,360 通だったが，1962 年の 1～５ 月は 51,978 通に増え，月平
均 10,395 通で，月平均が 209％増加した。またタルバガタイ地区の場合，1961 年の最初の三
カ月にソ連側から送ってきた小包は 340 個だったが，1962 年の最初の三カ月は 632 個に増え，
85.2％増えた。ウルムチの場合，1961 年にソ連側から届いた小包は 675 個で，月平均 139 個
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だったが，1962 年の 1～５ 月は 851 個に達し，月平均 170 個で，月平均が 22.3％増加した。ま
たタルバガタイ地区の場合，1961 年の最初の三カ月にソ連の新聞や雑誌などの印刷物を 462
件受け取ったが，1962 年の最初の三カ月は 923 件に増え，99.8％増加した。ウルムチの場合
は，1961 年の最初の三カ月に 550 件を受け取ったが，1962 年の最初の三カ月は 704 件に増え，
28％増えた  59）。























外逃亡は，1963 年は 80 件で 772 人，1964 年は 11 件で 121 人，1965 年は 10 件で 54 人であ




するウイグル語の放送番組を復活させた。1963 年 10 月，またウズべキスタンでも，1959 年初
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1964 年 ６ 月 19 日，ソ連駐華大使館は中国外交部に，現在ソ連側が行なった説明によって，
自主的に中国に帰りたいと求める者が倍に増えたので，ソ連側は彼らを中国に帰す準備をして



























1965 年 ５ 月，ソ連側は新疆の国外逃亡者 32 人がこっそり戻るのを容認して，中国側の譴責





求するソ連側の措置に対して，引続き高度の警戒を保ったのである。1964 年から 1965 年末ま
でに，新疆側は合計してソ連側の潜入者 8 名，1962 年にソ連へ逃亡しこっそり戻ってきた者
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1） 国務院の関連文献によれば，1954 年当時，中国におけるソ僑の総数は 14～16 万人で，そのうち新疆
が 8 万人，その他の各地が ６ 万人であった（吉林省檔案館：77/４/61/79）。その後の新疆のソ僑の人
数については，筆者は確かな統計数字を見つけていないが，関連資料で推計すると，1950 年代末に
は，新疆のソ僑の人数は 12 万人前後のはずである（伊犁州檔案館：11/1/80/4-16；11/２/21、46，吉
林省檔案館：77/４/61/79-80；77/４/1/38-39，1/18-1/248/５）。1954 年 ４ 月，中国政府の協力のもと
で，ソ連は中国にいるソ僑を帰国させ始めた。統計によれば，この年から 1958 年末までに，新疆は
合計 99,000 名余りのソ僑を帰国させた。ソ僑が相対的に集中し人数が多いイリ州では，1954 年から





究資料』1999 年第 ４、５ 期，李丹慧「対新疆蘇聯僑民問題的歴史考察」『歴史研究』2003 年第 3 期，
張在虎「中国政府与 1954、1955 年蘇聯集体遣僑」『党的文献』2008 年第 1 期，参照。
2） 例えば，1947 年 7 月に上海のコーカサス・ソ僑協会が復活したこと，1946 年 7 月に天津の俄〔ロシ
ア〕僑公会を接収してソ連公民協会に改めたこと，1946 年 4 月の上海のソ連国民協会，6 月の青島の
ソ僑協会の成立等々。「国民政府軍務局致外交部王部長代電」（1947 年 7 月 21 日）。「外交部駐平津特
派員李沢普致外交部電」（1946 年 7 月 18 日）。「外交部亜西司致社会部函」（1946 年 6 月 17 日）。青島
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市政府就蘇僑態度囂張請示今後如何処理事致外交部電（1946 年 6 月 12 日）。中華民国外交部檔案庫，
亜西司：167.7/001，上海蘇聯僑民協会，208～209、77～79、43 頁。中華民国外交部檔案庫，亜西
司：167.7/0002，蘇聯僑民協会，3 頁。
3） 以下を参照。「蘇大使彼得羅夫致外交部次長甘乃光照会」（1946 年 8 月 31 日）。「社会部致外交部函」
（1946 年 12 月 29 日）。「青島市政府就蘇僑態度囂張請示今後如何処理事致外交部電」（1946 年 ６ 月 12
日）。中華民国外交部檔案庫，亜西司：167.7/001，上海蘇聯僑民協会，101～103、170～173 頁。中華
民国外交部檔案庫，亜西司：167.7/002，蘇聯僑民協会，3、 ４～７ 頁。
4） 前掲『伊犁自治州外事志』。「蒋介石致外交部王世杰函」（1947 年 ４ 月 3 日），中華民国外交部檔案庫，
亜西司：167.7/0002，蘇聯僑民協会，197～198 頁。
5） 前掲『伊犁自治州外事志』。新疆三区革命史編纂委員会編『新疆三区革命大事記』，新疆人民出版社，
1994 年，202 頁。筆者が 1998 年 8 月 31 日に陳錫華を取材した記録。
6） 前掲『伊犁自治州外事志』。「伊寧蘇籍人民協会伊犁区聯合工商合作社規劃」（1951 年 ９ 月），新疆自
治区檔案館：40/２/12。
7） 前掲『伊犁自治州外事志』。




9） 伊犁哈薩克自治州公安局史志辦編『1962 年新疆伊塔事件史料』，1988 年 ５ 月，37 頁。
10） 前掲『1962 年新疆伊塔事件史料』，42～45 頁。前掲『伊犁自治州外事志』。
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外交部檔案庫，亜西司：197.1/004，「討論新疆高度自治」，66～67 頁。沈志華が 1998 年 8 月 27 日に
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「博爾塔拉自治州公安処辺防工作会議総結」（1963 年 3 月 28 日），「黄金明給新疆自治区人委外辦的調
査報告」（1962 年 10 月 10 日），伊犁州檔案館：11/1/120、114。
12） 「ソ連駐華大使館の 1956 年の工作報告」（1957 年 4 月 22 日），АВПРФ，ф.5，оп.28，п.103，д.409，
л.1-252。
13） 「新疆自治区人委辦公庁給区党委、中央外事領導小組、国務院外辦的報告」（1960 年 10 月 12 日），新
疆自治区檔案館：13/43/208。前掲『1962 年新疆伊塔事件史料』，40～41 頁。
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的報告」（1962 年 10 月 10 日），伊犁州檔案館：11/1/114。




20） 鄧力群「新疆和平解放前後―中蘇関係之一頁」『近代史研究』1989 年第 ５ 期，145 頁。
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л.40-49。
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State within a state : 
examining the Soviet Union’s social foundation in Xinjiang (1945-1965)
Author : Danhui LI
 Translator : Toyoko YOSHIDA
Abstract
The numerous and intricate social networks of the Soviet Nationals in Xinjiang, China, 
established a broad and solid social foundation, which maintained and even enlarged the 
Soviet Union’s influence in Xinjiang. Especially in the mid-1940s, this special group of people 
in Xinjiang, in reality, lived in a “state within a state,” which lasted until after the 
establishment of the PRC. On the one hand, the Soviet Nationals Association further 
strengthened the cohesion of overseas Russians and therefore, reinforced Soviet Union’s 
social foundation in Xinjiang. On the other hand, they returned the Soviet Nationals starting 
from the mid-1950s which created a channel between them and their relatives and social 
networks that remained in Xinjiang. When the tension in the Sino-Soviet relationship started 
to grow, the Soviet Union attempted to use the Soviet Nationals officers in Xinjiang as a 
backbone and returned overseas Russians as channels to fight against China’s anti-revisionist 
movement as the Soviet Union was the movement’s target. After the rupture of Sino-Soviet 
relations, with the development of dynamic relations between returned overseas Russians 
and the Xinjiang people who lived on the frontiers, the ethnic separationist sentiments 
sprang up as undercurrent, and the Soviet Union’s constituent republics in central Asia, to 
some extent, became the base camp for ethnic separationists in Xinjiang. As a result, 
Xinjiang was turned from the base of Sino-Soviet friendship into the China’s center against 
Soviet’s revisionism and Yili area in Xinjiang became the frontline of the anti-revisionism 
struggles. 
Keywords:  the Soviet Union’s influence, Soviet Nationals in Xinjiang, Soviet Nationals officers, 
returned overseas Russians, Disrupt the Chinese nation
